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国際ロータリークラブ第２６７０地区徳島第２分区

美馬ロータリークラブ週報

２０１１年９月６日 火曜日 Vol.２５７

■ 例会出席者 ２１名（会員総数３２名） 出席率 ６５．６％

■ メーキャップ 三好亘君ら４名 修正出席率 ７８．１％

■ ゲ ス ト 木村精伯様、山内正晴様、矢田健二様、横田賢二様（鴨島ＲＣ）

■ 会長挨拶 藤野 章二会長

東日本大震災の傷が未だ癒えないうちに、今度は西日本に台風１２号の襲来。奈良、和歌山

あたりを中心に死者、不明者併せて約１００余名という大きな被害に見舞われました。

謹んでお悔やみを申し上げ、又ケガをされた方、家を失った方々には心よりお見舞いを申し上げ

たいと思います。連日、暗いニュースが頻発する昨今ですが、ホットする様な心安まる話題を見付

けました。ある新聞の投稿欄から〈書店で見かけた微笑ましい姉弟〉と言うタイトルで《先日、本屋

さんで幼稚園ぐらいの男の子が本を買ってとお父さんにせがんでいた。今、はやりの戦隊ヒーロー

の本だった。お父さんは、迷っているようようだった。その時、そばにいた小学生３・４年生ぐらいの

お姉ちゃんが「ガチャガチャ１２回分と同じ値段だよ。１２回、我慢できる？」と聞いた。男の子は

神妙な顔つきでうなづいた。「でも、字が読めないよナ！」とお父さんが難色を示すと、お姉ちゃ

んは「私が読んであげる」とフォローした。３人は、本を持ってレジに向った。しっかり者で優しいお

姉ちゃんの行動を微笑ましく思った。》（原文のまま）

感想も語らず、どこにでもある光景として適切、冷静に見聞きした事をただ淡々と表しているだ

けの様ですが、そこには夢見るようなキラキラと輝く男の子の希・姉の思いやり、そして大きく包む

父親の愛、男の子を真ん中に生き生きとした家族・家庭の有り様が、浮かんできます。

聴明な投稿者は、何げなく目の前の光景を淡々と描写する中で家庭教育のあり方、家族の接

し方、ご自身も含めて私達が忘れかけているものはないか・・・？問いかけられている様なそんな

思いで読まさせて頂きました。

■ 幹事報告 前田豊太郎幹事

◇ 到着週報 … 鴨島ＲＣ、脇町ＲＣ

◇ 到着書類

・ 藤野会長への地区大会登録委員会委員の委嘱状

・ 脇町ＲＣ・クラブ運営計画書

◇ 連絡事項

・ 例会終了後、定例理事会を開催します。

・ 第２週はガバナー補佐訪問、第４週はガバナー公式訪問になっておりますので、正装で例

会開始１０分前に集合して下さい。

■ 委員会報告

◇ 親睦活動委員会 田中義美小委員長

９月の誕生祝い等は、第２例会で行います。

９月２０日（火）例会は新入会員歓迎会としますので、出欠をとります。

◇ 三好亘 会 計

９月５日（月）に、地区大会の登録料を引き落しさせていただきました。
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◇ プログラム委員会 西岡香小委員長

新世代月間ですので、新世代活動についてのお話をして頂きます。

■ 卓 話

☆ 廣川公利君

新世代活動プログラムのうち、ライラセミナーやインターアクトの年次大会について、地区イ

ンターアクト委員長経験者として、概要や目的などについて

☆ 戸島健治君（会長エレクト）

インターアクト年次大会は、来期、美馬商業高校インターアクトクラブがホスト校で、２０１２

年に開催することで計画が進められています。

７４クラブ中１８クラブがインターアクトクラブを提唱しており、インターアクト年次大会のホス

トが１８年に１回回ってきます。当クラブのインターアクト小委員長山内浩司君が地区インタ

ーアクト委員会委員として活躍されています。

☆ 森廣一君（ガバナー補佐）

ロータリー活動における「奉仕」の概念についての考え方について

■ ニ コ ニ コ

廣川公利君、森廣一君、小田教仁君

■ 欠 席 者

千葉正樹君、浪越繁男君、林秀樹君、藤田茂樹君、小野一史君、澤田篤也君、

山内浩司君、野々村隆君、石井正司君、伊良原猛君、横内優君

各会員はメーキャップをお願いします。

■ 次回例会

２０１1年９月１３日（火） １８：３０より レストラン西岡


